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『
嗣
書
』
収
蔵
の
勝
縁
を
慶
ぶ

駒
澤
大
学
名
誉
教
授　

文
学
博
士　

河
村
孝
道

　

道
元
禅
師
研
究
の
一
環
と
し
て
、
私
自
身
が
関
心
し
、

時
に
採
訪
探
索
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
も
の
に
、
禅
師

の
真
蹟
に
関
す
る
資
料
の
蒐
集
が
あ
る
。
そ
の
思
想･

信
仰

に
参
じ
究
め
ん
と
す
る
と
き
に
、
自
ら
の
説
論･

行
証
の
真

偽
を
検
証･

証
験
す
る
に
確
か
な
る
判
憑
を
得
る
明
証
と
し

て
も
、
さ
ら
に
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
論
、
書
誌
学
的

解
明
に
当
た
っ
て
も
、
も
し
禅
師
自
筆
の
著
作
が
現
存
し

て
い
て
、
直
か
に
こ
れ
を
閲
覧
し
照
合
す
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
参
究
者
に
と
っ
て
は
、
僥
倖
の
極
み
と
い
う
べ
き

も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
度
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
『
嗣
書
』
一
巻
一
冊
の

写
本
は
、
ま
さ
に
道
元
禅
師
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
一
巻
と

し
て
、
然
も
真
蹟
に
よ
る
貴
重
な
る
一
書
で
あ
る
。
該
本
は
、

曽
て
所
蔵
者
に
よ
り
吾
が
宗
門
に
譲
与
の
提
示
が
な
さ
れ

た
経
緯
が
あ
っ
た
も
の
の
、
以
後
、
そ
の
所
在
は
杳
と
し

て
知
れ
ず
に
、
今
日
ま
で
に
至
っ
て
い
た
。
図
ら
ず
も
今

回
、
再
出
現
の
該
本
を
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
単
な
る
稀
覯
本
の
入
手
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、

吾
が
宗
門
に
と
っ
て
は
、
禅
師
の
〝
煖
皮
肉
〟
そ
の
も
の

と
し
て
尊
崇･

鑽
仰
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
さ
ら

に
は
国
の
文
化
財
と
し
て
も
、
誇
る
べ
き
無
価
の
価
値
と

意
義
と
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

真
蹟
本
出
現
の
勝
縁
を
深
く
慶
ぶ
と
共
に
、
大
学
当
局
、

及
び
関
係
者
各
位
の
該
本
収
蔵
へ
の
迅
速
な
る
英
断
と
、

さ
ら
に
一
般
公
開･

展
覧
へ
の
努
力
と
を
、
高
く
讃
え
た
い

と
思
う
。

『嗣書』(表紙 ) 漆塗杉箱 (畠山牛庵箱書 ) 寛文 3(1663) 年　畠山牛庵の折紙

『嗣書』( ししょ ) の概容
冊子本，一巻一冊，粘葉装，32 葉，雁皮紙、古金襴表装 (後世の改装 ) ，銀切箔裏表装 (後世の改装 )，縦 23.6 ㎝・横 14.4 ㎝

漆塗杉箱入：縦 27.3 ㎝ ･ 横 18.1 ㎝ ･ 高 5.2 ㎝，箱書 ｢嗣書　曹洞宗開山道元和尚真蹟 ｣( 金泥 ), 貼紙 3 枚 ｢ 鶴 (朱字 )｣，｢ 貳　四番長

棹入 (朱字 )｣，1 枚不読，蓋裏書 ｢随世 (花押 )｣( 金泥 )

中桐箱：縦 25.2 ㎝ ･ 横 15.8 ㎝ ･ 高 2.1 ㎝，紐付き，蓋裏貼紙 2枚 ｢嗣書　曹洞宗開山道元和尚□印 ｣｢ 墨付三十枚　白紙弐枚　外題有　

札有 ｣

【添付資料】
折紙：寛文 3(1663) 年 9 月，畠山牛庵［筆］，奉書紙，縦 39.0 ㎝ ･ 横 53.0 ㎝，本文 ｢嗣書全部一冊者　曹洞宗開山道元和尚真跡無疑似

者也　尊命不能固辞　漫染腐毫　以証之而巳 　寛文三年舞射上旬　牛庵法橋随世□印 ｣

添状：( 寛文 3 年 ･1663)9 月 12 日，畠山牛庵［筆］，後藤覚兵衛［宛］，楮紙，縦 31.6 ㎝ ･ 横 45.2 ㎝，本文 ｢ 嗣書全部一冊者　曹洞宗

開山道元和尚之真跡也　代物之儀　不案内御座候へ共　貮百貫程可仕候　其御心得可被成候　恐惶謹言　九月十二日 随世 ( 花押 )｣，

端裏書 (切封 )｢ 畠山牛庵随世 後藤覚兵衛様人々御申候 ｣

差紙：(寛文 3年 ･1663)9 月 12 日，畠山牛庵［筆］，楮紙，縦 17.4 ㎝ ･ 横 17.5 ㎝，本文 ｢道元和尚法語之一冊代物之儀　不案内ニ御座

候へ共　貮百貫程可仕候哉　以上　九月十二日　牛庵法橋 ｣ 

折紙 ･添状の包紙有：上書 ｢一り□ (朱字 ) 道元和尚筆　畠山牛庵折紙壱通　同人代付指紙壱枚 ｣

折紙 ･添状 ･差紙の包紙有：上書 ｢一り○合 (朱字 )道元筆嗣書　牛庵　折紙　差紙 ｣

書簡：(昭和 13 年 ･1938)12 月 23 日，大久保道舟草［筆］，里見忠三郎殿侍史［宛］，洋紙罫入便箋，封筒有

書簡：(昭和 17 年 ･1942)7 月 22 日，飯田利行［筆］，里見忠三郎様侍史［宛］，画仙紙，封筒有，名刺同封 (駒澤大学教授飯田利行 )

【関係資料】
手紙：昭和 24(1949) 年 7 月 12 日，里見忠三郎［筆］，田中政信様［宛］，往信用葉書

目録：大正 13(1924) 年 6 月，中扉 ｢旧伊予西条藩主 子爵松平家御蔵器入札 ｣

『道元』(雑誌 )：昭和 12(1937) 年 6 月，道元禅師鑽仰会，大久保道舟 ｢道元禅師御真筆正法眼蔵嗣書に就て ｣を掲載

岩波文庫『正法眼蔵』上巻：昭和 14(1939) 年 6 月 ( 初版本 )，岩波書店，衛藤即応校註，口絵に『嗣書』の写真掲載

表紙　『嗣書』冒頭 (2 葉裏 ･3 葉表 )・同末尾 (30 葉裏 ･31 葉表 )

文中挿絵　「高祖道元禅師行跡図」(対幅 ,嘉永 6年 ･1853, 当館蔵 )より



仁治 3(1242) 年 (『嗣書』草案の翌年 )

興聖寺に集う信者たちに仏法を説く

寛元元 (1243) 年 (『嗣書』修訂の年 )

永平寺の地を目指す

嘉禄元 (1225) 年　如浄との出会い

貞応 2(1223) 年　明全とともに中国に渡る

建暦 2(1212) 年　比叡山に登る道元禅師

道
元
禅
師
と
『
正
法
眼
蔵
』

　

道
元
禅
師(

一
二
〇
〇
―
一
二
五
三)

は
、
京
の
公
家
・

久
我
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
三
歳
で
父
を
、
八
歳
で
母
を

亡
く
し
た
禅
師
は
、
世
の
無
常
を
感
じ
、
十
三
歳
の
時
、

比
叡
山
延
暦
寺
に
登
り
出
家
を
志
し
ま
す
。
や
が
て
栄
西

が
伝
え
た
禅
宗
に
関
心
を
示
し
た
禅
師
は
、
建
仁
寺
で
栄

西
門
下
の
明
全
に
学
び
、
貞
応
二(

一
二
二
三)

年
に
明

全
と
と
も
に
中
国
に
渡
り
ま
し
た
。
諸
方
に
仏
法
を
参
学

し
、
の
ち
に
天
童
山(

現
浙
江
省)
の
如
浄
に
師
事
し
て

仏
法
を
嗣
い
で
、
嘉
禄
三(

一
二
二
七)

年
に
帰
国
し
ま

し
た
。
日
本
へ
の
正
伝
仏
法
の
展
開
は
こ
れ
よ
り
始
ま
り
、

日
本
曹
洞
宗
の
展
開
も
こ
れ
以
後
の
こ
と
で
す
。

　

『
正
法
眼
蔵
』
は
、
道
元
禅
師
の
代
表
的
な
著
作
と
し

て
知
ら
れ
、｢

仏
法
の
真
髄
を
あ
ま
ね
く
包
蔵
せ
る
書｣

と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。
寛
喜
三(

一
二
三
一)
年

に
著
し
た
『
辦
道
話
』
の
巻
に
始
ま
り
、
以
後
建
長
五

(

一
二
五
三)

年
の
『
八
大
人
覚
』
の
巻
に
渉
り
、
正
伝
の

仏
法
を
説
き
示
し
た
も
の
で
、
道
元
思
想
の
集
大
成
と
し

て
、
ま
た
日
本
曹
洞
宗
の
根
本
宗
典
と
し
て
今
日
に
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

『嗣書』( 草案本 ) の所蔵先
永平寺切 (福井 )※ 2点

大乗寺切 (石川 )

香積寺切 (広島 )

神応寺切 (京都 )

永光寺切 (石川 )

円通寺切 (茨城 )

陽松庵切 (大阪 )

禅定寺切 (京都 )

青龍寺切 (滋賀 )

瑞雲院切 (山形 )

長田切(神奈川･個人)

興聖寺切 (京都 )※ 2点

『
嗣
書
』
伝
承
の
様
相

　

当
館
所
蔵
の
『
嗣
書
』
と
は
、
道
元
禅
師
修
訂
の
『
嗣

書
』
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
『
嗣
書
』
に
は
、
断
簡
の
草

案
本
と
、
一
冊
本
の
修
訂
本
が
あ
り
、
草
案
本
は
仁
治
二

(
一
二
四
一)

年
に
、
道
元
禅
師
が
山
城
興
聖
寺(

京
都
市

伏
見
区
、
現
在
は
京
都
府
宇
治
市
に
移
転)

で
著
し
た
草

稿
で
、
修
訂
本
は
寛
元
元(

一
二
四
三)

年
、
道
元
禅
師

が
永
平
寺
を
開
く
直
前
に
入
っ
た
越
前
吉
峰
寺(

福
井
県

―
　
解
　
説
　
―

道
元
禅
師
の
真
筆
類
に
つ
い
て

　

道
元
禅
師
の
真
筆
類
は
現
今
で
は
稀
少
で
あ
り
、
そ
の

真
偽
判
定
の
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
筆

跡･

断
簡
類
な
ど
、数
十
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す(

主

要
参
考
文
献
参
照)

。
う
ち
『
正
法
眼
蔵
』
は
、
ま
ず
『
嗣
書
』

の
巻(

草
案
本)

断
簡
十
四
点
、
『
諸
法
実
相
』
の
巻
断
簡

十
二
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
元
来
一
つ
の
巻

で
あ
っ
た
も
の
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
道
元
禅
師
を
慕
う

者
に
分
け
与
え
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る｢

切｣

と
な
っ
て
い
て
、

所
蔵
先
の
名
を
冠
し
て｢

永
平
寺
切｣

｢

大
乗
寺
切｣

な
ど

と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
一
冊
の
体
を
成
す
も
の
と
し
て
の
伝
承
本
に
は
、

『
行
持
下

』
の
巻
、『
山
水
経
』
の
巻
、『
祖
師
西
来
意
』
の
巻
、『
嗣

書
』(

修
訂
本)

の
巻
な
ど
、
わ
ず
か
に
数
種
類
ほ
ど
で
す
。

永
平
寺
町)

に
お
い
て
、
そ
の
草
案
本
を
推
敲
修

訂
し
た
も
の
で
す
。

　

修
訂
本
『
嗣
書
』
は
、
の
ち
に
伊
予
西
条
藩
主

松
平
家
に
伝
来
し
、
大
正
十
三(

一
九
二
四)

年

に
同
家
か
ら
売
立
に
出
さ
れ
、
京
都
の
古
美
術
商･

里
見
忠
三
郎
氏
の
所
蔵
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め｢

里
見
氏
旧
蔵
本｣

と
呼
ば
れ
て
も
い
ま
す
。

当
時
、
東
大
史
料
編
纂
所
に
勤
務
し
て
い
た
故
大

久
保
道
舟
氏(

駒
澤
大
学
総
長)

に
よ
っ
て
撮
影

さ
れ
、
世
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後

に
里
見
氏
か
ら
売
り
に
出
さ
れ
、
以
来
所
在
不
明

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

以
後
修
訂
本
は
、
大
久
保
氏
に
よ
っ
て
撮
影
さ

れ
た
写
真
が
、
文
末
に
記
し
た
主
要
参
考
文
献
な

ど
に
掲
載
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
原
本
の
行
方
は

不
明
の
ま
ま
で
し
た
。
平
成
十
九(

二
〇
〇
七)

年
、
実
に
五
十
数
年
ぶ
り
に
再
び
世
に
姿
を
現
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
草
案
本
『
嗣
書
』
が
、
断
簡
で
あ
る
の

に
対
し
、
本
書
は
冒
頭
か
ら
末
尾
ま
で
一
紙
も
欠

け
る
こ
と
の
な
い
完
本
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
と

い
え
ま
す
。



建長 4(1252) 年　病をおして『正法眼蔵』

最後の巻『八大人覚』を説く

寛文 3(1663) 年　畠山牛庵の添状

草案時の署名

(30 葉表 )

修訂時の花押

(31 葉表 )

『
嗣
書
』
の
添
付
資
料
紹
介

　

真
筆
本
の
価
値
は
金
銭
で
計
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
本
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
折
紙･

添
状･

差
紙
と
称

す
る
資
料
か
ら
、
江
戸
時
代
の
評
価
を
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
江
戸
時
代
の
古
筆
鑑
定
家･

畠
山

牛
庵(

随
世)
に
よ
っ
て
寛
文
三(

一
六
六
三)

年
に
記

さ
れ
、
本
書
の
鑑
定
書
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
の
添
状
に
は
、｢

曹
洞
宗
開
山
道
元
和
尚
の
真

跡
な
り｣

と
記
し
、｢
代
物
之
儀
、
不
案
内
に
御
座
候
共
、

弐
百
貫
程
に
仕
る
べ
く
候｣
、
と
あ
っ
て
価
格
的
に
は
二
百

貫
程
の
価
値
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
両
は
四
貫
な
の

で
、
二
百
貫
は
五
十
両
と
な
り
ま
す
。
よ
く
一
両
は
十
万

円
程
度
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
貨
幣
価
値
は
、

米
相
場
を
基
準
に
変
動
し
て
い
た
の
で
、
一
両
が
現
在
の

何
円
と
表
現
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、
寛
文
時
代
の
一
両

は
、
米
八
十
升
分
、
大
工
の
日
当
二
十
日
分
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
両
あ
れ
ば
庶
民
は
一
ヶ
月
生
活
で
き
、

十
両
盗
む
と
死
罪(

公
事
方
御
定
書
、
一
七
四
二
年)
と

さ
れ
て
い
た
の
で
、
五
十
両
の
価
格
が
ど
れ
程
の
も
の
か

が
推
し
測
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
里
見
氏
宛
て
の
故
大
久
保
道
舟
氏
の

書
簡(

昭
和
十
三
年
頃)

、
故
飯
田
利
行
氏(

駒
澤
大
学
教

授)

の
書
簡(

昭
和
十
七
年
頃)

な
ど
も
添
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
と
も
に
写
真
撮
影
に
対
す
る
礼
状
で
、
宗
門
学
者

『
嗣
書
』
の
内
容

　

禅
宗
で
は
古
来
、
仏
法
を
継
承
す
る｢

嗣
法｣

の
証
と

し
て
、
釈
尊
以
来
の
系
譜
を
書
き
記
し
た｢

嗣
書｣

が
、

師
か
ら
弟
子
に
授
け
ら
れ
ま
し
た
。
『
嗣
書
』
は
、
面
授
嗣

法(

師
と
弟
子
と
の
仏
法
の
人
格
的
相
承)

の
意
義
と
、

嗣
書
授
受
の
重
要
さ
を
説
く
内
容
で
す
。
最
初
に
説
示
場

所
と
し
て｢

観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺｣

と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
草
案
本
を
著
し
た
山
城
深
草
の
興
聖
寺
を
指
し

ま
す
。
以
後
、
一
行
当
た
り
十
七
～
十
八
文
字
、
一
頁
に

六
行
ず
つ
配
し
、
五
十
七
頁
に
渡
り
計
三
百
三
十
六
行
、

約
五
千
九
百
文
字
が
、
仮
名
交
じ
り
文
で
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

書
き
出
し
は
、｢

仏
仏
か
な
ら
ず
仏
仏
に
嗣
法
し
、
祖
祖

か
な
ら
ず
祖
祖
に
嗣
法
す
る｣

、
す
な
わ
ち｢

仏
法
の
継
承

は
、
必
ず
仏
か
ら
仏
へ
、
祖
師
か
ら
祖
師
へ
と
伝
達
相
続

さ
れ
る
も
の｣

と
説
き
、
つ
い
で
、
釈
尊
以
来
、
脈
々
と

継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
、｢

こ
の
仏
道
、
か
な
ら
ず
嗣
法
す

る
と
き
、
さ
だ
め
て
嗣
書
あ
り
。
も
し
嗣
法
な
き
は
天
然

外
道
な
り
。｣

と
、
嗣
法
と
嗣
書
の
一
如
な
る
こ
と
を
明
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
真
義
に
反
し
て
、
近
年
で
は
、
実

際
に
師
よ
り
嗣
書
を
授
か
ら
ず
に
、
た
だ
師
の
法
語(

仏

法
の
道
理
を
説
い
た
語)

と
頂
相(

肖
像
画)

だ
け
を
手

に
入
れ
て
嗣
法
の
証
と
す
る
弊
風
が
あ
る
こ
と
を
批
判
さ

『嗣書』( 修訂本 ) 写真版が掲載されている主要参考文献
『道元禅師全集　附　道元禅師真筆集成』(大久保道舟編 ,筑摩書房 ,1970 年 )
『永平正法眼蔵蒐書大成別巻　道元禅師真蹟関係資料集』(大修館書店 ,1980 年 )
『道元禅師 750 回大遠忌記念出版　道元禅師真蹟集』(大修館書店 ,1999 年 )

に
よ
る
真
筆
本
へ
の
関
心
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
中
国
で
の
見
聞
を
も
と
に
、

禅
宗
諸
派
の
嗣
書
の
書
式
に
つ
い
て
、
そ
の
相
違

点
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、｢

白

絹
の
表
背
せ
る
に
か
く
。
表
紙
は
あ
か
き
錦
な
り
。

軸
は
玉
な
り
。
長
九
寸
ば
か
り
、
濶
七
尺
余
な
り
。｣

な
ど
、
当
時
の
嗣
書
の
裂
地
、
材
質
、
大
き
さ
な

ど
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
師･

如
浄
と
交
わ
さ
れ
た
嗣
法
に
つ

い
て
の
問
答
を
記
し
、｢

こ
の
と
き
道
元
は
じ
め

て
仏
祖
の
嗣
法
あ
る
こ
と
を
稟
受(

受
け
る)

す

る
の
み
に
あ
ら
ず
、
従
来
の
旧
窠(

誤
て
る
考
え)

を
も
脱
落
す
る
な
り
。｣

と
、
如
浄
の
指
導
に
よ

り
嗣
法
の
真
義
に
得
心
さ
れ
た
心
境
を
述
べ
て
結

ん
で
い
ま
す
。

　

末
尾
に
は
、
仁
治
二(

一
二
四
一)

年
三
月

二
十
七
日
、
山
城
興
聖
寺
に
て
草
案
を
作
成
し
た

旨
の
自
署
と
、
寛
元
元(

一
二
四
三)

年
九
月

二
十
四
日
、
越
前
吉
峰
寺
に
て
修
訂
し
た
時
の
道

元
禅
師
の
花
押
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
曹
洞
宗
門
で
は
、
こ
の
『
嗣
書
』
の
教

え
を
受
け
、
嗣
書
は
師
か
ら
授
与
さ
れ
る｢

室
中

三
物｣

(

嗣
書･

血
脈･

大
事)

の
一
つ
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
嗣
法
の
証
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。（
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館　

塚
田 

博
）
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